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センダンの木大野城市教育委員会 

センダンの花(香)

校庭のセンダンの木(春)

夏のセンダンの木

センダンの花(香)

センダンの木は､大野城市瓦田3丁目800番

地の大野小学校の校庭にそびえ立っています,J

この木は､ 1994年(平成6年) 3月18日に大野
て/LJJ/Lきれノレ; lJ

城市の天然記念物に指定されました｡センダン

の木は､センダン科の樹木で熱帯アジアに広く
L-,こよ')

分布している落柴の高木です｡日本では､九州

や円LiJでよく見かける木で､初更には､小さな

紫色の花が房状に咲き､秋には､ 1センチ余り

の黄色い実を付けます｡大野小学校のセンダン

の木は､高さが約9.8mで,幹周りが､約2.5m
しゅかl

あり､樹齢は､ 150年から200年と推定されてい

ます｡このような人木を見かけるのは､市内は
主わ

もとより､周辺地域を含めて綿なことです｡大

野小学校のシンボルとしてのセンダンの木は､
せいひ⊥/Jさ-7し

大if:.3年施義旗受rffを記念して､大野城市の牛
こぴ

I　頬の山中から移植された老木ですo植樹g'lHは､

牛頚小学校の子供たちも参加しての大がかりな

事業であったようです｡,今は､運動場の互li-･んLll

にそびえ立っていますが､当時は､運動場と民

家の境に植えられたそうです｡しかし､たび垂



なる校庭の拡張TrJiによって､収/I･:のように遊動場のほぼ中心に位.Fl:'するようになりました｡.とこ

ろが､数年前のfT凪の被苔にあってから､めっきり衰弱してしまいましたので､学校と地域住民で
L.･J'もこL

)亡のようなノ亡気なセンダンの木にしようという連動が起こQ)ました.,そうして､樹木l束による約療

を続けた純米､今では､緑の姫をいっぱ

いに茂らせ､妃追えるほどノ亡気になりま

した..もともと､入野小学校の校庭にセ

ンタンの木を植えられるようになったの

は､入野小学校の/･どもたちがすぐれた

治療中のセンダンの木

/A/J･

糸If'frを子どもの帖から脈き何てていくこ

と､そして､人きな心を持った人間に育

つことを願って榊えられたそうです._.ま
タJい{,

た､センダンは､ lIJくは､械(現代衣.言L!

では､おうち)と呼ばれ､文1'i::作占占のrTl
3/Lけ/し

にも散見し､占い時代から近畿地方でも
ムlナ)

見られたようです,J　　　　　木のさまにくけれど､棟の花いとをかし､かれがれにさまことに咲き

てかならずJLlHi日にあふもをかし　　　　と捕少納言の枕草-(･ ( i卜L-)の小に.1号かれています｡

秋のセンダンの木

押掛エ

冬のセンダンの木

･戚

いも　　　　　　　　　bJ,いち

また､　　　　妹が妃し　棟の花は　散
わひ

りぬべし　我が泣く頼　いまだT･なくに

と7JA築岱(巻5-798)に詠ま

れていますH

なお､入野小学校では､毎iT:･､学校全

体で人々に勇'jiもづけてくれるセンダンの

木に感謝する｢センダンの集い｣を′実施

し､楽しいひとときを過ごしています,,

また､校庭からは､センダンの木の下で

遊びまわる7･どもたちの歓iifがいつも聞
も{)/)/i

こえています｡ナビもたちは勿論のこと､

･般市民も､二百年あまりの歴史を妃つ

めてきた､このセンダンの木を眺め拝を

思いおこすとともに､特に夏は､涼しさ

を求めて木の卜に集まり､楽しい憩いの

均にもなっています｡.そして､秋から初

冬にかけて､えさを求めて多くの鳥たち

が黄色い実をついばんでいるようすをよ
さちLう

く見かけます｡この貝重なセンダンの木
ヰ~考{.i/J.

を末永く､みんなの力で保存していきた

いものです.｡


